
３月14日に第２期生による就農計画発表会を開

催し、これまでの学びとこれからの展望を関係者

や研修生受入農家の方へ発表しました。

発表会ではそれぞれが「何を大切にして就農を

決めたのか」を伝えました。発表後は第２期生に

対して質問や意見、エールが寄せられました。
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SEADS研修生は鶴岡市内での新規就農を目指し、市内各地で実習を行っています。
鶴岡市をはじめ、全国各地から集まった研修生をあたたかくご支援ください。

SEADSのホームページは
こちらのQRコードから
ご覧いただけます。
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肥料、生産資材や燃料の不足、価格高騰など、

日本農業はいま大きな岐路に立たされています。

今後、世界的に予測できない激動と困難が立ち

はだかることでしょうが、本校での学びを糧に、

創造性と柔軟性を携えて具体的な目標に向かっ

て歩んでほしいと思います。常にチャレンジし

てこそ、新しい地域、新しい農業が生まれます。

健康に留意して、夢と目標を共有する地域の

仲間と共に、楽しく、愉快に取り組んでいただ

きたいと思います。

本日は誠におめでとうございます。

３月16日、令和４年度修了式を挙行し、第２期

生９名全員が修了証書を受け取りました。

当日は市長をはじめ、両ＪＡ、関係機関、受入

農家の方々のご出席がありました。また、庄内総

合支庁産業経済部農林技監、市議会議長など多く

のご来賓をお招きして新たに農業者となる修了生

の門出を祝いました。

今年度の修了生は１名が独立自営就農、２名が

親元就農、また、６名が農業法人への雇用就農の

道に進みます。

修了生代表として青木麻衣さんが「SEADSの研

修を通して貴重な仲間に出会えたのは、間違いな

く私たちの今後の人生の糧になると強く信じてい

ます。」と答辞を述べました。

令和４年度修了式を開催


